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10月・11月は
差し押さえ強化月間です
10月・11月は
差し押さえ強化月間です

市では、みなさんに納めていただく市税や国民健康保険税などの滞納を解消するため、10月・
11月の２か月間を「差し押さえ強化月間」として滞納整理を強化していきます。
今回は、市における滞納の現状と滞納整理についてお知らせします。
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市
で
は
、
累
積
滞
納
額
の
圧
縮

の
た
め
、
平
成
18
年
度
に
税
務
課

内
に
「
特
別
滞
納
整
理
係
」
を
設

置
し
、
預
貯
金
の
差
し
押
さ
え
や

不
動
産
の
公
売
の
実
施
な
ど
、
滞

納
整
理
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
17
年
度
に
は
、

71
・
６
％
ま
で
落
ち
込
ん
だ
市
税

の
徴
収
率
は
平
成
23
年
度
に
83
・

３
％
ま
で
回
復
し
ま
し
た
（
別

表
）。しか

し
な
が
ら
、
三
重
県
下
の

徴
収
率
平
均
値
に
は
ま
だ
ま
だ
及

ば
す
、
依
然
と
し
て
県
下
14
市
の

中
で
は
低
位
に
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
も

市
税
を
納
付
し
て
い
な
い
か
た

に
、
督
促
状
・
催
告
書
な
ど
で
、

納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
納
付
が
な
い
か
た
に
対
し

て
は
、差
し
押
さ
え
の
執
行
や「
三

重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
」
と

い
っ
た
地
方
税
徴
収
の
専
門
機
関

に
案
件
を
移
管
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
納
期
限
内
に
納
付
さ

れ
て
い
る
か
た
と
の
公
平
性
を
保

ち
、
福
祉
・
教
育
・
健
康
・
環
境

な
ど
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
財

源
と
な
る
市
税
収
入
を
確
保
す
る

た
め
に
、
さ
ら
に
徴
収
の
強
化
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
も
、10
月
・
11
月
を
「
差

し
押
さ
え
強
化
月
間
」
と
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
督
促
状
や
催
告

書
な
ど
で
納
付
を
お
願
い
し
て
も

納
付
が
な
い
か
た
に
対
し
て
、
金

融
機
関
な
ど
へ
の
財
産
調
査
、
お

よ
び
勤
務
先
へ
給
与
照
会
、
取
引

先
な
ど
へ
の
売
掛
金
な
ど
の
調
査

を
行
っ
た
上
で
、
差
し
押
さ
え
を

集
中
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

滞
納
整
理
に
精
通
し
た
職
員
で

構
成
さ
れ
、
市
税
な
ど
の
徴
収
体

制
を
強
化
す
る
た
め
、
県
内
全
域

で
滞
納
整
理
を
専
門
的
に
行
う
組

織
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
各
市
町
の
滞
納
整
理
事
案

を
引
き
受
け
、
専
門
的
手
法
を
駆

使
し
な
が
ら
、
迅
速
に
滞
納
整
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

滞
納
の
現
状

三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構

差
し
押
さ
え
強
化
月
間

の
取
り
組
み
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広報　とば

けがや病気、失業など、やむを得ない事情により、一時的に納めることが困難な場合には、納税計画を確実に守っ

ていただくことを条件に、法律の範囲内で納期を延ばしたり、分割して納付したりすることができます。何もせずに

未納をそのまま放置しておいても問題の解決にはならず、延滞金の増加、差し押さえ・公売などの不利益を受けるこ

とになります。

平日の業務時間（午前８時30分～午後５時15分）はもちろん、予約をしていただくことにより、時間を延長して（午

後５時15分～９時）、担当職員が事情をお聞きし、それぞれに応じて法律の範囲内で納税計画を立てるなど、負担が

大きくならないよう相談をお受けしています。

なお、夜間納税相談窓口は、ご利用の際に予約が必要となりますので、事前に連絡をしてください。

電話でも窓口でも対応をさせていただきますので、早めに相談してください。
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